
  年  月  日 

 

特定飼養施設の保守点検計画書 

 

氏 名 

（法人にあっては名称及び代表者の氏名） 

 

住 所 〒 

 

 

特定動物の種類  

特定飼養施設所在地 
 

 

管理責任者氏名  

特定飼養施設の点検 

※１ 

点検頻度  

点検項目 

 

 

 

 

 

 

雪、風雨による飛来物等の堆積等の

確認方法及びその頻度 

（屋外の擁壁式施設等に限る）※２ 

 

特定飼養施設外部からの特定動物

の確認の可否 

（水槽型施設等に限る）※３ 

 

異常発見時の対応  

備考  

※１ 特定飼養施設の点検については、週に１回以上実施することと定められています。 

※２ 飛来物等の堆積等により特定動物の逸走を容易にする事態が生じていないか、毎日１回以上点検

を行うこととされています。 

※３ 特定飼養施設の開口部が閉じた状態であっても、外部から特定動物の状態が確認できることとさ

れています。 



  〇年〇月〇日 

 

特定飼養施設の保守点検計画書 

 

氏 名  高松 太郎 

（法人にあっては名称及び代表者の氏名） 

 

住 所 〒760-0074 

                         高松市桜町〇‐〇‐〇 

 

特定動物の種類 ワニガメ 

特定飼養施設所在地 高松市桜町〇‐〇‐〇 

管理責任者氏名 高松 太郎 

特定飼養施設の点検 

※１ 

点検頻度 毎週月曜日に点検を行う 

点検項目 

・飼養施設の破損や経年劣化状況を目視により（器具

を用いて）確認する。 

・出入口の施錠設備の劣化状況を確認する。 

・電気柵の通電状況及び漏電防止措置の確認を行う。 

・飼養施設周辺の樹木等を伝って、特定動物が逸走す

ることがないよう確認する。 

雪、風雨による飛来物等の堆積等の

確認方法及びその頻度 

（屋外の擁壁式施設等に限る）※２ 

始業時及び終業時の１日２回、異常がないか見回りを

する。 

毎日の給餌・給水・清掃等の際に目視にて確認する。 

特定飼養施設外部からの特定動物

の確認の可否  

（水槽型施設等に限る）※３ 

・可 

・規定の対象外（移動用施設） 

異常発見時の対応 
直ちに現状復帰に取りかかる。緊急を要しない場合

は、計画的な修繕を予定する。 

備考  

※１ 特定飼養施設の点検については、週に１回以上実施することと定められています。 

※２ 飛来物等の堆積等により特定動物の逸走を容易にする事態が生じていないか、毎日１回以上点検

を行うこととされています。 

※３ 特定飼養施設の開口部が閉じた状態であっても、外部から特定動物の状態が確認できることとさ

れています。 

記載例 


